





氏 名 高橋 亘 (Wataru TAKAHASHI) 
 
本研究は、日本語教育において授業外の課外活動として実施される授業外多読活動に
焦点を当てたものである。JSL(Japanese as a second language)環境、及び JFL(Japanese 
























































活動に対する意識に関する質問を中心に定量的に調査し、JSL において 9 回（延べ回答























次に、第 6 章と第 7 章では、両機関の縦断的インタビュー調査結果の分析を行った。
JSL においては 6 名中 4 名が、活動終了後にも自律的教室外多読を実施していたことが



























































名中 3 名が自律的教室外多読を継続し、JFL 環境下において活動に参加した経験を持つ










4. JSL 環境下及び JFL 環境下において自律的教室外多読を実施、継続している学
習者（活動参加者、元参加者）は、どのような特徴を持っているのか。 
 
自律的教室外多読を継続している学習者は、本研究で自律した学習者の基準とした 3
側面の項目を自律的に決定し、自律的教室外多読を実施していることが明らかになった。
このことから、自律的教室外多読を実施している学習者にはオートノミーが育成されて
いる可能性が示唆された。また、多読のルールの利用に関しては、授業外多読活動で経験
した粟野他（2012）のルールを、学習者自身のビリーフや目標に合わせて修正しながら、
実施していることも明らかになり、また、両学習環境における自身の教室学習や教室外学
習が、自律的教室外多読に強く結びついている影響も観察された。 
 
5. JSL及び JFL環境により、学習者（活動参加者、元参加者）の自律的教室外多読
による違いはあるか。 
両学習環境下での自律的教室外多読においては、特に学習内容面である図書選択面に
おいて、両環境による違いが顕著に表れた。JSL 環境下では、ウェブを利用した入手方
法のほか、近隣の書店や中古書籍店において豊富なリソースが存在し、図書へのアクセス
が容易である。一方、JFL環境下では、入手できる図書リソースが大きく制限され、図書
室の蔵書やウェブから手に入れざるを得ず、必ずしも自身に最も適した図書リソースを
手に入れることができないことが明らかになった。 
6 
最後に今後の課題として、1)現在の調査対象者への継続的な調査、2)異なる背景や学習
レベル下にある学習者への調査、3)他教育機関での活動参加者への調査、4)多読活動実施
機関の網羅的調査、5)日本語多読による効果の測定方法の精緻化、6)授業外多読活動にお
ける社会的・相互作用的側面の実態調査、7)地域ぐるみで多読が実施できるような環境整
備という 7つを挙げた。 
 
 
 
